















において重要な役割を担っているp53 binding protein 1（53BP1）が、悪性グリオーマにお
いてどのような発現を示すのかを免疫組織染色により明らかにし、治療反応性の予測因子
として知られる遺伝学的異常である第１染色体短腕・第19染色体長腕（1p19q）の共欠失や




Ⅳグリオーマの症例、総数64症例74検体｛glioblastoma 34例、anaplastic astrocytoma 12例、






　Astrocytic tumorに分類されるanaplastic astrocytomaおよびglioblastomaはanaplastic 
oligodendoglial tumorより有意に53BP1陽性細胞数が少なかった。ROC解析（Reciever Operating 
Characteristic analysis）を用いて53BP1において、どの程度予後予測因子となりうるか検
討したところ、AUC（area under the curve）0.68で予後予測能は高いとは言えないが、cut-oﬀ
値を73と設定すると陽性細胞数が73以上で有意差をもって予後良好との結果が得られた。
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